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予算総額
38億5,398万7千円

予
算
執
行
状
況

平成22年度
上　半　期

　

村
民
の
皆
さ
ん
に
村
の
財
政
状

況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

毎
年
、
年
度
途
中
に
予
算
の
執
行

状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
上
半
期
（
九
月
末
）
ま
で

の
予
算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

村
の
財
政
運
営
は
、
そ
の
年
の

予
算
を
も
と
に
執
行
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納

め
て
い
た
だ
く
税
金
や
国
か
ら
分

配
さ
れ
る
地
方
交
付
税
、
ま
た
、

国
や
道
か
ら
の
補
助
金
等
の
収
入
で

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
の
一
般
会
計
当

初
予
算
は
三
六
億
七
千
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
が
、
上
半
期
の
補
正
予
算

額
一
億
八
、
三
九
八
万
七
千
円
を
合

わ
せ
る
と
三
八
億
五
、
三
九
八
万
七

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

九
月
末
現
在
に
お
け
る
予
算
総
額

の
う
ち
、
歳
入
は
四
八
・
七
％
が
収

入
済
み
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
歳

出
は
三
二
・
三
％
を
支
出
し
て
い
る

予
算
執
行
状
況
で
す
。

●
下
幌
呂
地
区
学
童
保
育
支
援
施
設
改
修

工
事

●
農
畜
産
物
加
工
施
設
熟
成
庫
温
湿
度
異

常
警
報
装
置
設
置
工
事

●
支
雪
裡
原
野
線
舗
装
補
修
工
事

●
中
雪
裡
下
久
著
呂
線
舗
装
補
修
工
事

●
下
久
著
呂
一
七
号
線
舗
装
補
修
工
事

●
村
有
住
宅
外
装
補
修
工
事

●
村
有
住
宅
解
体
工
事

●
鶴
居
Ｃ
団
地
外
壁
塗
装
補
修
工
事

●
鶴
居
市
街
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
補
修
工
事

●
教
職
員
住
宅
外
壁
・
屋
根
補
修
工
事

●
村
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ク
ラ
ッ
ク
外
補
修

工
事

一般会計外書きは収入済額、（　）内は予算現額

外書きは支出済額、（　）内は予算現額

(単位：千円）●収入「その他」の内訳

●支出「その他」の内訳 (単位：千円）
款 予算現額 支出済額

議 会 費 42,800 20,919 
消 防 費 146,300 65,204 
給 与 費 507,986 240,892 
公 債 費 586,300 293,402 
諸 支 出 費 3,743 0 
予 備 費 4,500 1,661 

計 1,291,629 622,078 

一般行政経費や保健福
祉、道路整備、教育費
などの予算が計上され
ている会計で費目ごと
に区分されています。

投
資
的
経
費
に
お
け
る
こ
れ
ま
で

の
主
な
終
了
事
業

収入済額 18億7,765万7千円

支出済額 12億4,370万9千円

その他
 　197,544千円
（1,436,975千円）

地方交付税
 1,427,697千円
（1,941,493千円）

村税
 188,135千円
（321,155千円）

諸収入
 24,718千円
（66,490千円）

使用料及び手数料
 39,563千円
（87,874千円）

総務費
  80,067千円
（246,395千円） 民生費

 165,034千円
（335,628千円）

衛生費
　89,920千円
（186,922千円）

農林産業費
　　69,559千円
（1,148,325千円）

商工費
 27,868千円
（57,916千円）

土木費
　85,409千円
（333,259千円）

その他
   622,078千円
（1,291,629千円）

教育費
 103,774千円
（253,913千円）

款 予算現額 収入済額 款 予算現額 収入済額
地 方 譲 与 税 94,000 29,984 分担金及び負担金 22,760 0
利 子 割 交 付 金 750 470 国 庫 支 出 金 102,537 28,771
配 当 割 交 付 金 60 73 道 支 出 金 346,685 16,041
株式等譲渡所得割交付金 50 0 財 産 収 入 48,584 27,207
地 方 消 費 税 交 付 金 29,000 16,940 寄 附 金 500 1,250
ゴルフ場利用税交付金 20,000 5,456 繰 入 金 7,957 0
自 動車取得税交付金 20,000 8,350 繰 越 金 53,588 53,588
地 方 特 例 交 付 金 8,893 8,893 村 債 680,611 0
交通安全対策特別交付金 1,000 521 計 1,436,975 197,544
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本
村
の
特
定
な
事
業
を
行
う
た

め
の
特
別
会
計
は
、

●
水
道
特
別
会
計

●
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

●
診
療
所
特
別
会
計

●
老
人
保
健
特
別
会
計

●
介
護
保
険
特
別
会
計

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
の

七
会
計
か
ら
な
っ
て
お
り
、
一
般
会

計
予
算
と
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

会
計
で
予
算
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

七
特
別
会
計
合
わ
せ
た
当
初
予
算

計
上
額
は
、
八
億
一
、
○
八
○
万
円

で
し
た
が
、
九
月
末
ま
で
の
補
正
予

算
措
置
に
よ
っ
て
、
現
在
、
八
億
四
、

三
七
八
万
九
千
円
の
予
算
規
模
と

な
っ
て
い
ま
す
。　

　

会
計
別
の
支
出
状
況
は
、
水
道
会

計
で
二
九
・
五
％
、
農
業
集
落
排
水

事
業
会
計
で
四
○
・
○
％
、
国
民
健

康
保
険
会
計
で
三
六
・
八
％
、
診
療

所
会
計
で
四
一
・
七
％
、
老
人
保
健

会
計
で
○
・
○
％
、
介
護
保
険
会
計

で
三
七
・
三
％
、
後
期
高
齢
者
医
療

会
計
で
二
七
・
二
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

●水道会計
予算額 4,490万円
収　入 2,611万4千円
支　出 1,325万7千円

●農業集落排水事業会計
予算額 8,490万円
収　入 3,531万2千円
支　出 3,396万6千円

●国民健康保険会計
予算額 3億5,383万8千円
収　入 1億8,858万8千円
支　出 1億3,034万6千円

●診療所会計
予算額 8,267万3千円
収　入 4,026万7千円
支　出 3,444万4千円

村税の状況

科　目 予算現額 収入済額
村 民 税 118,236 70,838
固 定 資 産 税 175,480 101,035
軽 自 動 車 税 4,891 4,732
村 た ば こ 税 15,798 8,663
入 湯 税 6,750 2,867

計 321,155 188,135

●村税の収入状況 (単位：千円）

●村税の予算状況（村民当たり等）
科　目 村民1人当たり 世帯当たり

村 民 税 46,440 114,017
固 定 資 産 税 68,924 169,219
軽 自 動 車 税 1,921 4,716
村 た ば こ 税 6,205 15,234
入 湯 税 2,651 6,509

計 126,141 309,695

(単位：円）

（注） 人口：2,546 人 /世帯：1,037 世帯（平成
22年9月末現在）で村税の予算額を割り返
した金額です。

村債（借金）の状況
　村の一般会計、特別会計（農業集落排水
事業）合わせての村債現在高（平成21年
度末）は、49億6,265万9千円です。
　今年度は、元金と利息を合わせて６億
3,154万7千円を償還する予定となってい
ます。

●平成22年度　村予算執行状況公表
特別会計
　特別会計は、特別な
事業を行う場合に特定
の収入をもって一般会
計とは区別して経理運
営される会計のことで
す。

●介護保険会計
予算額 2億5,100万9千円
収　入 1億2,589万円
支　出 9,361万9千円

●後期高齢者医療会計
予算額 2,429万4千円
収　入 971万2千円
支　出 660万7千円

●特別会計の合計
予算額 8億4,378万9千円
収　入 4億2,696万8千円
支　出 3億1,223万9千円

●老人保健会計
予算額 217万5千円
収　入 108万5千円
支　出 0円
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　都道府県や市町村の財政を適正に運営することを目的として、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財
政健全化法）」が平成19年６月に公布され、平成20年４月に施行されました。これにより、全ての地方公共団
体において財政健全化にかかる各指標の公表が義務付けられました。また、決算状況により基準を超える団体
は早期健全化計画あるいは財政再生計画を作成し、早急に改善に取り組まなければなりません。鶴居村は全て
の指標で早期健全化基準（※）を下回っています。詳細は次のとおりです。 

財政健全化法とは？
　従来の再建法制では、地方公共団体の普通会計の赤字額が標準財政規模（※）の20％を超えると財政再建団
体となり、特別会計や企業会計にいくら累積赤字があっても財政再建団体とはならず、地方公共団体全体の姿
を反映したものではありませんでした。
　この財政健全化法では、「早期健全化」と「財政再生」の２段階で財政悪化をチェックするとともに、特別会計
や企業会計も合わせた連結決算により地方公共団体全体の財政状況を明らかにしようとするものです。

財政の健全度を判断するには？
　一般会計等は４つの指標、公営企業会計は資金不足比率で判断します。
　①　実質赤字比率 該当なし（早期健全化基準　15％）
　一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率であり、これが生じた場合には、赤字の早
期解消を図る必要があります。平成21年度の鶴居村の一般会計等の実質収支は黒字であり実質赤字比率は該
当ありません。 
　②　連結実質赤字比率 該当なし（早期健全化基準　20％）
　公営企業会計を含む全会計を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率であり、これが生じた場合
には、赤字の早期解消を図る必要があります。平成21年度の鶴居村は全会計で実質収支は黒字であり、連結
実質赤字比率は該当ありません。
　③　実質公債費比率 15.9％　（早期健全化基準　25％）
　一般会計等が負担する公債費等の標準財政規模に対する比率（過去３カ年平均）であり、今年度については一
部元金の償還が終了したことにより前年度に比べ0.1％下降し、早期健全化基準も大きく下回っています。なお、
18％以上となった場合は公債費負担適正化計画を策定し、その計画内容と財政状況に応じて地方債の許可を受
けることとなり、25％以上となった場合には地方債が制限されることになります。
　④　将来負担比率 該当なし（早期健全化基準 350％）
　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率であり、これらの負債が将来、財政
を圧迫する可能性が高いかどうかを示す指標です。この比率が高い場合、将来これらの負担額を支払う必要が
あることから、今後の財政運営が圧迫されるなどの問題が生じる可能性が高くなります。鶴居村では将来の負
担額よりも、それらの内、地方交付税で措置される見込みの額や基金（貯金）の現在高を合わせた額の方が大き
いことから、将来負担比率の該当はありません。
　⑤　資金不足比率 該当なし（経営健全化基準　20％）
　公営企業（鶴居村の場合は水道と農業集落排水事業）ごとの資金不足額（赤字）の事業の規模に対する比率であり、
経営健全化基準（※）以上となった場合には、経営健全化計画を定めなければなりません。平成21年度におい
ては、資金不足を生じた会計はないため、資金不足比率は該当ありません。
※　早期健全化基準、経営健全化基準～この数値を超えると健全化のための取組みが必要になります。
※　標準財政規模～地方公共団体が自由に使える財源（一般財源）の標準的な規模を表します。

■釧路管内各市町村の健全化判断比率（速報値） （単位：％）
市町村名 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

釧 路 市 －（11.28） 4.29（16.28） 13.5 199.5
釧 路 町 －（14.85） 13.27（19.85） 17.1 101.6
厚 岸 町 －（14.95） －（19.95） 15.0 162.0
浜 中 町 －（15.00） －（20.00） 18.4 122.7
標 茶 町 －（14.41） －（19.41） 15.3 78.4
弟 子 屈 町 －（15.00） －（20.00） 17.5 153.3
白 糠 町 －（15.00） －（20.00） 17.6 165.3
鶴 居  村 －（15.00） －（20.00） 15.9 － 
夕張市（参考） －（15.00） －（20.00） 36.8 1091.1

　　　　※１　（　）は各市町村の早期健全化基準
　　　　※２　実質公債費比率の早期健全化基準は25％以上、将来負担比率の早期健全化基準は350％以上
　　　　※３　「－」は実質赤字比率、連結実質赤字比率、将来負担比率が発生しない。
　　　　※４　数値は速報値のため、今後変更することが有り得ます。

平成21年度決算　財政健全化判断比率を公表します
～　鶴居村の財政は大丈夫？　村の財政状況を示す５つの指標をお知らせします　～
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村の基金（貯金）の推移（一般会計）

年度 財政調整基金 減債基金 その他特定目的基金 備荒資金 計
Ｈ15 3.8億円 1.5億円 15.8億円 37.0億円 58.1億円
Ｈ16 3.9億円 2.1億円 15.7億円 36.9億円 58.6億円
Ｈ17 3.9億円 2.9億円 16.0億円 36.7億円 59.5億円
Ｈ18 3.9億円 3.7億円 15.8億円 37.3億円 60.7億円
Ｈ19 3.9億円 3.8億円 15.6億円 36.9億円 60.2億円
Ｈ20 3.9億円 3.9億円 16.3億円 35.2億円 59.3億円
Ｈ21 3.9億円 3.9億円 16.3億円 37.4億円 61.5億円

「財政調整基金」 年度間の財政収支の不均衡を調整するための基金
「減債基金」 村債の償還を計画的に行うための基金
「その他特定目的基金」 特定の目的のために基金条例を設置し運用を図る基金
「備荒資金」 災害等に備えるため、道内全ての市町村で組織した一部事務組合で管理運用する積立金

村債（借金）の推移（一般会計）

「村　債」　道路や各種施設整備等を実施する際に、知事の許可を得て政府資金の借入を行い財源とするものです。

経常収支比率（平成20年度）

「経常収支比率」 人件費、公債費等の経常的な経費に、村税、地方交付税等を中心とする経常的な一般財源収入が充
当されている割合を示します。財政の弾力性を表し、低いほど弾力性があります。

市町村税徴収率実績（平成21年度）

※上記グラフは市町村民税・固定資産税・軽自動車税・市町村たばこ税・入湯税・鉱産税・特別土地保有税・都市計
　画税の合計値により作成。（鉱産税・特別土地保有税・都市計画税については鶴居村該当なし）
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こ
の
ほ
ど
、
幌
呂
中
学
校
の
３
年
生
が
応
募
し
た
「
第
２
回
心
に
響
く
…
北
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
１
０
０
選
エ
ッ
セ
ー
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
、
道
・
道
教
委
が
後
援
）に

お
い
て
、
遠
藤
知
実
さ
ん
が
中
学
生
部
門
の
１
位
で
あ
る
優
秀
賞
、
留
田
充
絵
さ
ん

が
２
位
で
あ
る
佳
作
、
長
峰
大
樹
君
、
増
川
優
希
さ
ん
、
熊
谷
麗
奈
さ
ん
の
３
名
が

入
選
に
輝
く
な
ど
、
応
募
し
た
３
年
生
全
員
が
入

賞
し
ま
し
た
。

　

応
募
は
、
国
語
の
授
業
で
同
エ
ッ
セ
ー
を
取
り

上
げ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
生
徒
た
ち
は
幌
呂
地

区
で
成
長
し
て
い
る
自
分
た
ち
を
見
直
す
好
機
と

し
て
取
組
み
ま
し
た
。

　

な
お
、
遠
藤
さ
ん
と
留
田
さ
ん
は
10
月
30
日
に

札
幌
市
で
開
催
さ
れ
る
表
彰
式
に
参
加
予
定
で
あ

り
、
３
年
生
に
と
っ
て
は
、
中
学
校
生
活
に
お
け

る
大
変
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

９
／
17
幌
呂
中
学
校
３
年
生
全
員
入
賞
の
快
挙
！

　
「
心
に
響
く
…
北
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
１
０
０
選
エ
ッ
セ
ー
」

９
／
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「
鶴
居
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
を
目
指
し
た
鶴
居

村
商
工
会
主
催
に
よ
る
「
鶴
居
ブ
ラ
ン
ド
セ
ミ

ナ
ー
」
が
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
村
内
の

商
工
、
観
光
関
係
者
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
、
釧
路
総
合
振
興
局
商
工
労
働
観

光
課
の
金
野
忠
人
労
働
係
長
を
招
き
、「
地
域
ブ

ラ
ン
ド
と
は
何
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
や
参

加
者
た
ち
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
地
域

資
源
の
話
に
つ
い
て
興
味
深
く
聞
き
入
り
、
今
後

の
「
鶴
居
ブ
ラ
ン
ド
」
確
立
に
向
け
、
大
変
参
考

に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

ご
長
寿
を
祝
し
、
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
祈
り

　
「
鶴
居
村
敬
老
会
」
が
開
催

　

総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
鶴
居
村
敬
老
会
が

開
催
さ
れ
、
招
待
さ
れ
た
多
く
の
高
齢
者
が
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
75
歳
以
上
の
方
々
１
４
１
名
が
来
場

し
、
短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
木
村
流
大

正
琴
の
演
奏
や
鶴
居
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
遊
戯

「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」、
鶴
吟
会
の
吟
舞
披
露
な

ど
、
各
世
代
か
ら
の
芸
能
発
表
に
対
し
、
来
場
者

か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
来
賓
の
方
々
や
出
演
者
な
ど
の

関
係
者
か
ら
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
ご
長
寿
を
祝

い
、
末
永
く
お
元
気
で
と
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

９
／
24
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
て

　

鶴
居
村
商
工
会
「
鶴
居
ブ
ラ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
」

９
／
25

　

こ
の
ほ
ど
、
鶴
居
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
お
い

て
、
19
回
目
を
迎
え
た
鶴
居
消
防
署
長
杯
防
火
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
村
内
か
ら
９
チ
ー

ム
、
計
54
名
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と

も
に
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
会
員
の
健
康
増
進
や

相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
４
年

度
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
肌
寒
い
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、

選
手
た
ち
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　

優　

勝　

鶴
居
Ｂ
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

下
幌
呂
Ａ
チ
ー
ム

　

第
３
位　

鶴
居
Ａ
チ
ー
ム

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
交
流
か
ら
防
火
意
識
の
向
上
の
た
め
に

　

第
19
回
鶴
居
消
防
署
長
杯
防
火
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

ゲート通過を狙って！

喜びに沸く幌呂中学校３年生の生徒たち楽しい歓談のひととき

講演に聞き入る参加者たち
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世
代
を
超
え
て
楽
し
い
交
流
会
に
な
り
ま
し
た

　

青
空
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
・
下
幌
呂
ふ
れ
あ
い
交
流
サ
ロ
ン

10
／
２

　

下
幌
呂
地
区
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
「
青

空
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」
が
、
地
域
住
民
と
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
れ
あ
い
交
流
サ
ロ
ン
」
を

開
催
し
、
地
域
か
ら
１
０
６
名
の
参
加
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分

金
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
地
域
の
幼

児
、
児
童
、
父
母
、
高
齢
者
な
ど
、
地
域
住

民
が
世
代
を
超
え
た
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、

よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

交
流
会
で
は
、
楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、

保
護
者
や
地
域
の
方
々
が
作
っ
た
豚
汁
や
お

に
ぎ
り
を
一
緒
に
食
べ
な
が
ら
、
老
若
男
女

問
わ
ず
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

楽しいゲーム大会の一コマ

９
／
29

交
流
し
な
が
ら
選
手
が
技
を
競
い
合
い
ま
し
た

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
村
民
大
会

10
／
11

　

こ
の
ほ
ど
、
村
と
北
海
道
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス

災
害
対
策
協
議
会
と
の
間
で
、
災
害
な
ど
の

発
生
時
に
お
け
る
応
急
・
復
旧
活
動
の
支
援

に
関
す
る
協
定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
で
は
、
地
震
や
洪
水
な
ど
が
発

生
し
た
場
合
に
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
被
害
や
復
旧

状
況
の
情
報
提
供
を
行
う
ほ
か
、
避
難
場
所

へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
や
必
要
関
連
機
器
の
設

置
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
印
式
で
は
、
日
野
浦
正
志
村
長
と
同
協

議
会
現
地
本
部
の
武
田
勝
宏
本
部
長
が
協
定

書
に
署
名
し
、
今
後
の
協
力
関
係
を
確
認
し

ま
し
た
。

日野浦村長と武田本部長が協定に調印

災
害
等
発
生
時
の
応
急
・
復
旧
活
動
支
援
の
た
め
に

　

北
海
道
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
災
害
対
策
協
議
会
と
協
定
調
印

ボールを取ろうと激しい競り合い

10
／
11
ゴ
ー
ル
め
が
け
て
シ
ュ
ー
ト
！

　

熱
戦
！
タ
ン
チ
ョ
ウ
カ
ッ
プ
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

　

21
回
目
を
迎
え
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
カ
ッ
プ
少
年

サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
、
管
内
各
市
町
村
か

ら
８
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

　

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

大
会
も
、
管
内
で
は
歴
史
あ
る
大
会
に
数
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
大
会
に
参
加
し
た
選
手
た

ち
も
、
地
域
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

優
勝
は
厚
岸
町
か
ら
出
場
の
厚
岸
オ
ス
ト
ラ
Ｆ

Ｃ
で
し
た
が
、
参
加
し
た
選
手
た
ち
に
と
っ
て
は
、

同
世
代
の
仲
間
と
の
交
流
の
場
に
も
な
り
、
楽
し

い
秋
の
一
日
に
な
っ
た
様
子
で
し
た
。

　

秋
空
の
も
と
、
今
年
度
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
村
民
大
会
が
鶴

居
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
村
内
か
ら
多
く

の
選
手
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
選
手
た
ち
は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す

べ
く
、
グ
リ
ー
ン
め
が
け
て
力
強
い
シ
ョ
ッ
ト
を
披
露
し
て

い
ま
し
た
が
、
選
手
た
ち
に
と
っ
て
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を

通
じ
た
村
民
ど
う
し
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

な
お
、
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
第
３
位
ま
で
。
氏
名
は
敬
称
略
）

男
性
の
部　

優　

勝　

原　
　
　

巌

　
　
　
　
　

準
優
勝　

飯
塚　

慶
満

　
　
　
　
　

第
３
位　

國
安　

修
一

女
性
の
部　

優　

勝　

林　

マ
サ
子

　
　
　
　
　

準
優
勝　

飯
塚
二
三
子

　
　
　
　
　

第
３
位　

児
玉　

洋
子

カ
ッ
プ
イ
ン
を
目
指
し
、慎
重
な
シ
ョ
ッ
ト
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／
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羊
毛
を
使
っ
た
楽
し
い
工
作
活
動

　

わ
ん
ぱ
く
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
10
月
講
座

　
「
さ
わ
っ
て
み
よ
う
」
〜
羊
の
毛
っ
て
ど
ん

な
感
じ
？
羊
の
毛
を
使
っ
て
マ
ス
コ
ッ
ト
を

作
っ
て
み
よ
う
！
を
テ
ー
マ
に
、
わ
ん
ぱ
く
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
10
月
講
座
が
開
催
さ

れ
、
小
学
生
22
名
が
羊
毛
を
使
っ
た
工
作
体
験

活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
新
幌
呂
で
羊
農
家
を
さ
れ
て
い
る

山
村
匡
男
さ
ん
、
日
和
子
さ
ん
ご
夫
妻
で
、
羊

の
特
徴
や
羊
毛
に
つ
い
て
の
話
を
わ
か
り
や
す

く
、
そ
し
て
、
羊
毛
か
ら
針
を
使
っ
て
成
形
す

る
マ
ス
コ
ッ
ト
づ
く
り
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。

　

作
業
に
入
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
針
を
使
い

な
が
ら
慎
重
な
手
つ
き
で
羊
毛
を
羊
型
の
マ
ス

コ
ッ
ト
に
成
形
し
て
い
ま
し
た
が
、
完
成
後
は

自
分
の
作
品
と
友
達
の
作
品
を
見
比
べ
な
が

ら
、
そ
の
出
来
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
23
日
開
催
の
鶴
居
村
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
の
会
場
に
お
い
て
、「
平

成
22
年
度
共
同
募
金
運
動
」
の
興
行

募
金
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
興
行
募
金
は
、
10
月
１
日
か

ら
の「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」の

事
前
広
報
活
動
と
鶴
居
村
で
の
使
途

（
配
分
金
事
業
）の
周
知
の
た
め
行
わ

れ
た
も
の
で
、
鶴
居
村
社
会
福
祉
協

議
会
実
施
の
高
齢
者
・
障
が
い
者
向

け
休
憩
所
と
併
設
し
、
募
金
配
分
金

事
業
の
周
知（
使
途
パ
ネ
ル
）、
ポ
ス

タ
ー
掲
示
、
の
ぼ
り
設
置
、
風
船
及

び
ワ
ッ
ペ
ン
の
配
布
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

活
動
に
は
鶴
居
村
共
同
募
金
委
員

会
の
理
事
や
評
議
員
等
９
名
の
方
々

が
参
加
し
、
合
計
９
，
１
５
６
円
の

募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
内
の
建
設
業
者
や
村
内

で
道
路
工
事
等
を
行
っ
て
い
る
建
設

業
者
の
皆
さ
ん
が
「
地
域
貢
献
活
動
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
９
日
に
は
、
道
道
53
号
線
の

下
雪
裡
地
区
で
道
路
工
事
を
行
っ
て

い
る
市
橋
・
道
瀝
経
常
建
設
共
同
企

業
体
が
村
道
の
清
掃
作
業
を
行
い
、

ま
た
、
村
内
企
業
の
株
式
会
社
佐
々

木
建
設
が
、
９
月
19
日
開
催
の
鶴
居

村
駅
伝
競
走
の
走
路
整
備（
草
刈
り

作
業
等
）を
行
い
、
お
か
げ
で
事
故

も
な
く
大
変
順
調
に
大
会
運
営
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

ふるさとまつり会場での興行募金の様子

難しいかな？説明を真剣に聞く子どもたち針を使ってきれいに成形

出来た！

「地域貢献活動」の様子
（右：市橋・道瀝経常建設共同企業体、左：佐々木建設）
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地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
無
料
受
信
相

談
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

現
在
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
通
常
の

放
送
が
来
年
６
月
30
日
ま
で
に
終
了
し
、
７

月
１
日
か
ら
放
送
終
了
の
告
知
画
面
な
ど
を

経
て
、
７
月
24
日
ま
で
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
完
全
移
行
し
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
に
、
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
で
テ

レ
ビ
を
ご
覧
の
方
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

で
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
の
準
備
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

村
、
総
務
省（
デ
ジ
サ
ポ
道
東
）で
は
、
次

の
日
程
に
よ
り
、
無
料
受
信
説
明
会
・
無
料

受
信
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

⑴　

日
程　

11
月
17
日（
水
）

⑵　

会
場　

鶴
居
村
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

⑶　

内
容

鶴
居
村
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
鶴
居
村
議
会
第
３
回
定
例
会
に

お
い
て
、
現
教
育
委
員
長
の
石
脇
征
次
郎
氏

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
脇
氏
は
、
昭
和
62
年
４
月
か
ら
社
会
教

育
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
平
成
６
年
４
月
か
ら

社
会
教
育
委
員
長
、
そ
し
て
社
会
教
育
委
員

長
退
任
後
の
平
成
15
年
６
月
か
ら
は
教
育
委

員
、
平
成
21
年
10
月
か
ら
は
教
育
委
員
長
、

ま
た
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
は
文
化
協
会
会

長
に
就
任
さ
れ
、
長
く
本
村
の
教
育
や
文
化

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険（
国
保
）に
入
る
と
き
や
や

め
る
と
き
は
、
国
保
の
窓
口
へ
の
届
け
出
は

14
日
以
内
に
世
帯
主
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
国
保
の
被
保
険
者

に
な
っ
た
時
点（
届
け
出
日
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料（
税
）を
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
保
険
証
が
な
い
た
め
、
そ
の
間
の

医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

国
保
へ
の
加
入
又
は
脱
退
に
つ
い
て
の
詳

細
は
、
役
場
担
当
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

住
民
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
64
―
２
１
１
３

石脇征次郎氏

交
通
安
全
村
民
大
会
を
開
催
し
ま
す

  

鶴
居
村
及
び
鶴
居
村
交
通
安
全
運
動
推
進

協
議
会
で
は
、
交
通
事
故
の
無
い
明
る
い
村

づ
く
り
に
向
け
、
「
交
通
安
全
村
民
大
会
」

を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⑴　

日
時　

11
月
10
日（
水
）

　
　

午
後
１
時
30
分（
１
時
間
程
度
）

⑵　

会
場　

総
合
セ
ン
タ
ー

⑶　

内
容　

　
　

①
釧
路
警
察
署
職
員
に
よ
る
講
演

　
　

②
交
通
安
全
宣
言

【
お
問
合
せ
先
】

　

総
務
課
交
通
安
全
係

　

☎
64
―
２
１
１
１

１１月の行事予定

　

①
無
料
受
信
説
明
会（
準
備
が
こ
れ
か
ら

　
　

の
方
）

　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
前
10
時
30
分

　

②
無
料
受
信
相
談
会
（
個
別
に
ご
相
談
の

　
　

あ
る
方
）

　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

　

地
デ
ジ
の
準
備
が
お
済
み
で
な
い
方
や
地

デ
ジ
移
行
に
伴
う
お
困
り
事
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
来
場
の
う
え
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

産
業
課
情
報
推
進
係

　

☎
64
―
２
１
１
４　

　

総
務
省
北
海
道
東
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ

　

ン
タ
ー（
デ
ジ
サ
ポ
道
東
）

　

☎
32
―
１
１
２
７

1日（月）
村民文化祭（作品展示　３日まで）
9：00～　 総合センター

鶴居老人クラブ健康相談
9：30～　 鶴居老人寿の家

幌呂老人クラブ健康相談
9：30～　 幌呂老人寿の家

下幌呂老人クラブ健康相談
10：30～　 下幌呂老人寿の家

2日（火）
村治功労者表彰式
11：00～　 グリーンパークつるい

3日（水）
村民文化祭（芸能発表）
17：30～　 総合センター

6日（土）
幌呂保育園お遊戯会
9：30～　 幌呂保育園

8日（月）
上幌呂老人クラブ健康相談
10：00～　 上幌呂コミセン

9日（火）
子育て支援事業『あそびのひろば』
10：30～　 ふるさと情報館

10日（水）
交通安全村民大会
13：30～　 総合センター

11日（木）
離乳食教室
10：00～　 総合センター

12日（金）
村政懇談会
10：00～　 茂雪裡コミセン
13：30～　 総合センター

13日（土）
北海道横断自動車道パネル展（～25日）
9：00～　 総合センターホール前

鶴居保育園お遊戯会
9：30～　 鶴居保育園

14日（日）
鶴居村女性のつどい
10：00～　 総合センター

15日（月）
茂雪裡老人クラブ健康相談・口腔機能向上事業
9：30～　 茂雪裡コミセン

16日（火）
下雪裡老人クラブ健康相談・口腔機能向上事業
13：00～　 下雪裡コミセン

17日（水）
年末調整等説明会（一般対象）
9：30～　 総合センター第１研修室

地上デジタル放送無料受診相談会
9：30～　 総合センター多目的ホール

BCG、3種混合、麻しん・風しん2種混合予防接種
15：00～　 鶴居診療所

18日（木）
『おひさま』親の会
10：00～　 役場2階和室

19日（金）
鶴居村寿大学・大学院11月講座
10：00～　 総合センター

25日（木）
高齢者かんたん料理教室
10：00～　 総合センター

９　平成22年11月号
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安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り

の
た
め
に

　

犯
罪
や
事
故
の
な
い
安
全
で
安

心
な
地
域
社
会
の
実
現
は
、
道
民

す
べ
て
の
願
い
で
あ
り
、
日
常
生

活
や
社
会
発
展
の
基
盤
と
な
る
も

の
で
す
。

　

し
か
し
依
然
と
し
て
、
凶
悪
犯

罪
等
の
発
生
は
後
を
絶
た
ず
、
思

い
が
け
ず
そ
れ
ら
に
巻
き
込
ま
れ

た
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
多

く
が
、
犯
罪
に
よ
る
直
接
的
な
被

害
に
加
え
、
精
神
的
な
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
る
体
調
不
良
な
ど
、
二
次
的

被
害
に
も
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
犯
罪
被
害
者
等
が
再

び
平
穏
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
地

域
の
全
て
の
方
々
の
理
解
と
配
慮
、

そ
し
て
そ
れ
に
基
づ
く
協
力
が
必

要
不
可
欠
で
す
。

　

地
域
社
会
が
一
丸
と
な
っ
て
犯

罪
と
対
決
し
、
被
害
者
も
加
害
者

も
出
さ
な
い
安
全
で
安
心
な
地
域

を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
犯
罪
被
害
者
を
救
済
す

る
「
オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
等

給
付
金
制
度
」
の
申
請
期
限
が
12

月
17
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
申
請
手
続
き
や
内
容
に
つ
い

て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

北
海
道
警
察
本
部
警
務
課

　

☎
０
１
１
―
２
５
１
―
０
１
１
０

　

同
釧
路
方
面
本
部
警
務
課

　

☎
25
―

０
１
１
０

所
得
税
の
予
定
納
税（
第

２
期
分
）に
つ
い
て

　

予
定
納
税
と
は
、
前
年
分
の
所

得
税
の
確
定
申
告
に
基
づ
き
計
算

し
た
予
定
納
税
基
準
額
が
15
万
円

以
上
で
あ
る
場
合
に
、
原
則
そ
の

３
分
の
１
相
当
額
を
そ
れ
ぞ
れ
７

月（
第
１
期
分
）と
11
月
中（
第
２

期
分
）に
納
め
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。

　

予
定
納
税
が
必
要
な
方
に
は
、

６
月
中
旬
に
税
務
署
か
ら
「
予
定

納
税
額
の
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
11
月
は
こ
の
通
知

書
に
記
載
さ
れ
た
第
２
期
分
の
金

額
を
納
税
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
廃
業
や
業
況
不
振
、
災

害
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
平
成
22

年
10
月
31
日
の
現
況
で
、
平
成
22

年
分
の
「
申
告
納
税
見
積
書（
年

間
所
得
や
所
得
控
除
な
ど
を
見
積

も
っ
て
計
算
し
た
税
額
）」
が
税

務
署
か
ら
通
知
さ
れ
て
い
る
「
予

定
納
税
基
準
額
」
よ
り
も
少
な
く

な
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
予

定
納
税
の
減
額
申
請
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
税
務
署

　

☎
31
―
５
１
０
０

労
働
保
険
適
用
促
進
強
化

期
間
に
つ
い
て

　

11
月
は
、
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
で
す
。

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の

生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
等
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
が
直
接

管
理
運
営
し
て
い
る
保
険
で
す
。

農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、
労

働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業

に
つ
い
て
は
、
法
人
・
個
人
を
問

わ
ず
、
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
未
手
続

事
業
の
一
掃
」
を
年
間
を
通
じ
た

主
要
課
題
と
位
置
付
け
た
う
え
で
、

11
月
を
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
期
間
」
と
し
、
集
中
的
に
広
報

活
動
を
展
開
し
、
労
働
保
険
制
度

の
一
層
の
理
解
、
周
知
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
と
な
る
よ
う
、
ま
だ
労
働
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
の
方

は
、
速
や
か
に
労
働
基
準
監
督
署

又
は
公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
11
月
は
過
重
労
働
と
賃

金
不
払
残
業
の
解
消
の
た
め
、「
労

働
時
間
適
正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
42
―
９
７
１
１

　

釧
路
公
共
職
業
安
定
所

　

☎
41
―
１
２
０
１

冬
期
間
の
踏
切
事
故
防
止

の
た
め
に

　

北
海
道
運
輸
局
で
は
、
11
月
12

日
か
ら
21
日
ま
で
の
10
日
間
、
鉄

道
事
業
者
及
び
自
動
車
関
係
団
体

と
と
も
に
、
北
海
道
内
に
お
け
る

踏
切
事
故
防
止
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
冬
期
間

の
踏
切
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

⑴
踏
切
に
近
づ
い
た
ら
、
路
面
状

況
に
応
じ
、
確
実
に
一
旦
停
止
で

き
る
ス
ピ
ー
ド
に
落
と
し
ま
し
ょ

う⑵
特
に
12
月
か
ら
２
月
の
積
雪
・

寒
冷
期
間
に
、
年
間
発
生
事
故
件

数
の
約
半
数
が
発
生
し
て
い
ま
す

⑶
踏
切
の
中
で
立
ち
往
生
し
た
ら
、

慌
て
ず
に
ま
ず
列
車
を
止
め
て
く

だ
さ
い（
警
報
機
が
鳴
っ
て
か
ら

約
30
秒
後
に
列
車
が
来
ま
す
）

　

非
常
ボ
タ
ン
が
あ
る
と
き
は
、

警
報
機
が
鳴
っ
て
い
な
く
と
も
、

す
ぐ
に
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ

い
。
な
い
と
き
は
、
自
動
車
に
備

え
付
け
の
発
煙
筒
や
赤
旗
な
ど
で

列
車
に
合
図
し
て
く
だ
さ
い

　

も
し
踏
切
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ

た
ら
、
遮
断
ポ
ー
ル
を
自
動
車
等

で
押
出
し
て
脱
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

北
海
道
運
輸
局
鉄
道
部

　

☎
０
１
１
―
２
９
０
―
２
７
３
２

相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る
生

命
保
険
契
約
や
損
害
保
険
契

約
等
に
基
づ
く
年
金
の
税
務

上
の
取
扱
い
の
変
更
つ
い
て

　

こ
の
度
、
遺
族
の
方
が
年
金
と

し
て
受
給
す
る
生
命
保
険
金
の
う

ち
、
相
続
税
の
課
税
対
象
と
な
っ

た
部
分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
の

課
税
対
象
と
は
な
ら
な
い
と
す
る

最
高
裁
判
所
の
判
決
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
年
金
に

係
る
税
務
上
の
取
扱
い
を
改
め
る

こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
17
年
分
か

ら
平
成
21
年
分
ま
で
の
各
年
分
に

つ
い
て
、
所
得
税
が
納
め
す
ぎ
と

な
っ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
所

得
税
が
還
付
と
な
り
ま
す
。

　

お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

必
要
な
お
手
続
き（
更
正
の
請
求

又
は
確
定
申
告
な
ど
）を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

こ
の
取
扱
い
の
変
更
の
対
象
と

な
る
方
や
所
得
税
の
還
付
の
お
手

続
き
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
釧
路

税
務
署
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
17
年
分
に
つ
い
て
、

早
い
方
は
平
成
22
年
12
月
末
が
還

付
で
き
る
期
限
と
な
り
ま
す
の
で

お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
税
務
署

　

☎
31
―
５
１
０
０



住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
ま
し
ょ
う

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
暖
房
器

具
の
使
用
に
伴
い
火
災
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
中
に
道
内
で
発
生
し

た
火
災
件
数
は
２
，
３
４
５
件
に

の
ぼ
り
、
67
人
も
の
尊
い
命
が
奪

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
火
災

の
発
生
原
因
は
、
た
ば
こ
、
こ
ん

ろ
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
、
そ
の
多
く

が
失
火
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
火
災
に
よ
る
死
者
の
う

ち
約
９
割
は
住
宅
火
災
で
発
生
し
、

そ
の
う
ち
６
割
以
上
は
逃
げ
遅
れ

に
よ
る
も
の
で
、
う
ち
半
数
以
上

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

　

就
寝
中
の
火
災
や
台
所
で
の
火

災
を
早
期
に
発
見
し
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

既
存
住
宅
へ
の
設
置
は
市
町
村

条
例（
火
災
予
防
条
例
）に
よ
り
、

平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る

お
問
合
せ
・
相
談
は
、
鶴
居
消
防

署
予
防
広
報
係
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。

【
お
問
合
せ
先
】　

　

鶴
居
消
防
署
予
防
広
報
係　

　

☎
64
―
２
３
４
４
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「
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
」学
生
募
集
に
つ
い
て

　

中
学
校
を
卒
業
し
た
若
い
人
た

ち
が
対
象
の
「
陸
上
自
衛
隊
高
等

工
科
学
校
」
は
、
学
生
手
当
の
支

給
を
受
け
な
が
ら
自
衛
官
と
し
て

の
知
識
や
技
能
の
教
育
を
受
け
、

高
等
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
に
よ

り
、
３
年
修
了
時
に
は
高
等
学
校

の
卒
業
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
卒
業
時
（
修
業
年
限
４

年
）
に
は
、
三
等
陸
曹
に
任
官
さ

れ
る
魅
力
的
な
制
度
で
す
。

　

採
用
試
験
の
詳
細
は
次
の
と
お

り
で
す
。

⑴
種
目

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

⑵
応
募
資
格

中
学
校
卒
業
見
込
及
び
17
歳
未

満
の
男
子

⑶
受
付
期
間

　

平
成
22
年
11
月
１
日(

月
）

　

〜
平
成
23
年
１
月
６
日（
木
）

⑷
試
験
日
・
会
場

　

一
次
試
験

　

平
成
23
年
１
月
22
日（
土
）

　

釧
路
市
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

⑸
試
験
内
容

　

国
語
、
数
学
、
社
会
、
理
科
、

　

英
語
及
び
作
文

【
お
問
合
せ
先
】

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部
釧

路
出
張
所

　

☎
22
―
１
０
５
３

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週

間
に
つ
い
て

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
女
性
を
め
ぐ
る

各
種
の
人
権
問
題
に
対
応
す
べ
く
、

平
成
12
年
か
ら
女
性
の
人
権
問
題

に
関
す
る
専
用
相
談
電
話
「
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
常
時

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー

行
為
等
は
女
性
の
人
権
を
著
し
く

侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
女
共

同
参
画
社
会
を
形
成
す
る
上
で
、

克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

　

そ
こ
で
、「
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
中
の
11

月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
の
１
週
間

を
、全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し
て
、

電
話
回
線
を
増
設
し
、
相
談
時
間

を
延
長
し
て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　

11
月
15
日
〜
19
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　

11
月
20
、
21
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

【
ご
相
談
先
】

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

休
日
公
証
相
談
の
実
施
に

つ
い
て

　

釧
路
公
証
人
役
場
で
は
、
次
の

と
お
り
面
談
又
は
電
話
に
よ
る「
休

日
公
証
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑴
日
時

　

11
月
28
日（
日
）10
時
〜
16
時

⑵
場
所

釧
路
公
証
人
役
場
（
釧
路
市
末

広
町
７
丁
目
２
番
地　

金
森
ビ

ル
１
階
）

⑶
ご
相
談
内
容

遺
言
・
相
続
・
任
意
後
見
・
離

婚
に
伴
う
養
育
費
等
（
相
談
料

は
無
料
で
す
）

⑷
お
申
込
方
法

面
談
に
よ
る
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
相
談
日
の
前
々
日（
11

月
26
日（
金
））ま
で
に
電
話
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

（
☎
25
―
１
３
６
５
）

平
成
23
年
度
入
校
生
の
募

集
に
つ
い
て

　

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
で
は
、
求
職
中（
新
規
学
卒
者

を
含
む
）の
障
が
い
者
の
入
校
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
訓
練
期
間

　

１
年
又
は
２
年
間

⑵
願
書
受
付
期
間

　

11
月
１
日
か
ら
11
月
20
日

【
お
問
合
せ
先
】

　

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
１
２
５
―
52
―
２
７
７
４

北
海
道
最
低
賃
金
に
つ
い

て（
時
間
額
６
９
１
円
に
）

　

最
低
賃
金
制
度
は
、
北
海
道
内

で
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
の
労

働
条
件
の
改
善
・
向
上
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
履
行

状
況
は
今
な
お
十
分
と
は
言
い
難

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
労
働
局
で
は
、
次
の
と

お
り
北
海
道
最
低
賃
金
を
改
定
し

ま
し
た
の
で
、
最
低
賃
金
の
履
行

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑴
最
低
賃
金
額

　

時
間
額　

６
９
１
円

⑵
効
力
発
生
年
月
日

　

平
成
22
年
10
月
15
日

⑶
留
意
事
項

①
最
低
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手

当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、

臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
及

び
時
間
外
等
割
増
賃
金
は
算

入
さ
れ
ま
せ
ん
。

②
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を

支
払
わ
な
い
場
合
は
、
最
低

賃
金
法
違
反
と
し
て
処
罰
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
特
定
の
産
業（「
処
理
牛
乳
・

乳
飲
料
、
乳
製
品
、
糖
類
製

造
業
」、「
鉄
鋼
業
」、「
電
子

部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業
」
な

ど
）に
は
産
業
別
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部

　

☎
０
１
１
―
７
０
９
―
２
３
１
１
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健康つるい21 中間評価のシリーズに合わせて、先月号に引き続き鶴居村の“すこやか”さんをご紹介し
ます。村に住んでいる身近な方たちの取り組みから、健康づくりのヒントを教えてもらいましょう。
Ｑ：ウォーキングを続けているそうですが何をきっかけに始めたのですか？
Ａ：昨年４月の健診の結果、特定保健指導を受けることになり手軽にできる運動なのでウォー

キングを始めました。
Ｑ：どんな方法でウォーキングしていますか？
Ａ：早朝１時間と夕方１時間の２回に分けて雨の日以外は毎日ウォーキングしています。平均
すると１日の歩数は１万５千歩で今までの１日の最高歩数は２万５千歩です。

Ｑ：ウォーキングを継続するコツを教えて下さい
Ａ：鶴居に暮らし始めて規則正しい生活を送っているため１日２回のウォーキングも生活の一

部に自然に取り入れることができています。
Ｑ：どのような効果がありましたか
Ａ：えぞ鹿やさまざまな鳥を発見したり自然とふれあう楽しみがあり気分が爽快になります。

ウォーキング中に出会った方から老人クラブやパークゴルフ、ゲートボールに誘われて参
加し始めました。横浜から２年前に転入してきて知りあいがいなかったので仲間が増え外
出の機会が増えたこともウォーキングを始めてよかったことです。

Ｑ：最後に．．．
Ａ：健康で暮らし続けるためにこれからは夫婦２人で一緒にウォーキングができたらいいと思
っています。

渡邉　巖渡邉　巖さんさん

インタビューインタビュー

２　身体活動・運動

目標：楽しみながら自分に合った運動をしましょう
　　　▼個人に合った運動習慣を身につけましょう
　　　▼徒歩通勤可能な範囲でノーカーデイを推進します～１日の歩数を今より1,000歩増やしましょう～

⑴　調査結果の一部をご紹介します
○日常生活の中で意識的に身体活動をしている人の割合を性別で比較しました。

○運動習慣がある人の割合を性別で比較しました。（運動習慣者：1回30分以上の運動を週2回以上実施し、1年以上持続している人）

・日常生活の中で意識的に身体活動を「ほとんど行っていない」と答えた人の割合は、男性で58.2％、女性で67.0％となって
おり、男性の方が仕事以外に汗をかくような運動を意識的にしている人の割合は高くなっています。日常生活で策定時と比
較すると、意識的に身体活動を行っている人の割合は、男性で6.8%増、女性で4.2%増となっており改善しています。
・運動習慣がある人の割合は、男性で18.1％、女性で12.4％であり男性の割合が高くなっています。策定時と比較すると男
性で7.9%増、女性で1.5％増となっており、男女ともに状況は改善していました。

次号は、一日の歩数と身体活動・運動に関する取り組みの方向性についてお知らせします。

「健康つるい２１」中間評価～２－１．身体活動・運動について
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鶴居村ふるさと情報館

みなくる図書室だより

みなくる図書室みなくる図書室
●開館時間●開館時間
　10：00～18：15　10：00～18：15
●休 館 日●休 館 日
　11月の休館日は、11月30日（火）です。　11月の休館日は、11月30日（火）です。
●貸し出し●貸し出し
　【本・雑誌・紙芝居】　【本・雑誌・紙芝居】
　２週間（１人５冊まで）　２週間（１人５冊まで）
　【ＣＤ・ＶＴＲ】　【ＣＤ・ＶＴＲ】
　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）

～お知らせ～
○11月の休館日は、11月30日（火曜日）です。

悪の教典　上
　

貴志　祐介　著
　
　うちの学校には、怪物が
いる…。性善説に基づくシ
ステム、学校。とびきり有
能な教師がサイコパスだっ
たとしたら。その凶行は誰
が止められるのか。ピカレ
スクロマンの輝きを秘めた
戦慄のサイコホラー。下巻
もあります。

夢をつなぐ
山崎直子の四○八八日

　　　山崎　直子　著

　2010年４月５日午前６
時21分、スペースシャト
ル「ディスカバリー号」打
ち上げ成功。1986年１月、
スペースシャトルの事故を
目撃した中３の女の子は、
宇宙に行く決意をする…。
亡くなった女性宇宙飛行士
の夢を受け止め、叶えよう
と奮闘する日本人２人目の
女性宇宙飛行士の、感動ノ
ンフィクション。

再会
　　　　　　横関　大　著

　誰がうそをついている？
全てはタイムカプセルにと
じ込めた、はずだった。幼
なじみの４人が校庭に埋め
た拳銃は、23年の時を経
て再び放たれた。それぞれ
の想いが重なる時、時を超
えたさらなる真実が…。第
56回江戸川乱歩賞受賞作。

レンジで簡単！
シリコンスチーマーで

らくらくクッキング

　　　　　　主婦と生活社

　大人気のシリコンスチー
マーの専用レシピ本。忙し
い朝にぴったりの超早・朝
ごはんから、毎日のおかず、
お弁当、お手軽おもてなし、
おやつまで幅広く紹介。「蒸
しもの」「煮もの」「炒めも
の」「スープ」「パン」「ゼ
リー」レンジで簡単に作れ
ます。

へんしんマンザイ
あきやま ただし　作・絵

　
　大人気「へんしんシリー
ズ」最新刊。へんしんマン
ザイは、ある言葉を何度も
繰り返し唱えるだけで、思
わず笑っちゃうふしぎなマ
ンザイ。かっぱ兄弟、ぼく
ときみなどユニークなコン
ビが続々登場。声に出して
読むと大いに笑える、楽し
い言葉あそび絵本。

おいしい手作りフェ
イスパック

パク・ダヨン　著
アン・ヒョンミ　訳

　すべすべで透き通るよう
に白い韓国女性の美肌。そ
んな彼女たちの定番ケアこ
そ、果物や野菜などの食材
を使って作る天然フェイス
パック。“医食同源” の韓
国では、食べられるものは
すべて薬。だから肌に塗っ
ても大丈夫。簡単で “おい
しい” 手作りフェイスパッ
クと天然化粧品の黄金レシ
ピを大公開。
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凍
原
社
十
月
句

秋
の
日
に
触
れ
て
読
み
出
す
新
刊
書 

ミ
ヤ
ノ

ひ
っ
そ
り
と
堂
に
こ
も
れ
る
香
さ
や
か 

水　

脈

空
晴
れ
て
荒
地
の
野
菊
群
れ
咲
き
ぬ 

由
美
子

虚
子
の
詠
む
霧
笛
無
き
ま
ま
秋
澄
め
り 

ち
え
こ

南
北
に
中
露
い
ざ
こ
ざ
秋
深
む 

千　

恵

秋
め
い
て
暮
色
ひ
ろ
ま
る
茜
か
な 

　

忠　

肘
枕
淡
き
眠
り
や
檀ま
ゆ
み
の
実 

貴　

子

秋
日
和
一ひ

と

日ひ

癒
さ
る
歌
碑
め
ぐ
り 

孝　

子

琴
音
色
聞
こ
ゆ
る
如
き
下
弦
か
な 

紀
代
子

廃
屋
や
野
菊
ひ
っ
そ
り
道
端
に 

恒　

子

虚
子
の
句
碑
秋
の
港
の
鈍
き
色 

春
夢
子

潜
り
戸
の
狂
じ
て
秋
の
風
誘
う 

和　

子

11月の

　村では、移住者の受入れや定住の促進などのため、「空き家」
や「貸し家」の情報を集めています。
　「空き家」をお持ちの方や、「貸し家」として第三者に貸せる
住宅をお持ちの方は、ぜひ情報をお寄せください。
【ご連絡先】　役場振興課企画係 (☎64－2112）

●バードハウスを作ろう
【日時】 11月6日(土)
　　　 午後1時から午後3時まで
【場所】 塘路湖エコミュージア
　　　 ムセンター
【参加料】 300円
　　　　（持ち物は要問合せ）
【お申込先】 塘路湖エコミュージア
ムセンター（☎015-487-3003）

　釧路短期大学では、次の日程等に
より公開講座を開講します。受講料
は無料ですので、ぜひ参加申込みく
ださい。
日　時　11月6日(土)13:00 ～ 16:30
会　場　釧路短期大学講義室
内容及び講師
講　演　「公認スポーツ栄養士の活動」
講　師　釧路短期大学　山崎美枝准教授
その他、管理栄養士国家試験準備講習な
どもあります。内容の詳細やお申込み等
は釧路短期大学（☎68－5092）まで。

「日本で最も美しい村」
連合では、失ったら二

度と取り戻せない、そんな日本
の農山村の景観や文化を守る活
動を行っておりますが、連合の
趣旨にご賛同いただける企業や
団体を募集しています。
　村も連合に加盟していますが、
一緒に「日本で最も美しい村」
づくりに取り組みませんか。
【お問合せ先】
役場振興課企画係（☎64-2112）

　

御
誕

生
お
め

で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

九
月
中
に
届
出
の

あ
り
ま
し
た
出
生
に

つ
い
て
、
次
の
と
お

り
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
杉 

美み

空く

ち
ゃ
ん　

女
・
下
幌
呂

空き家・貸し家情報募集中！空き家・貸し家情報募集中！

おお■知知■らら■せせ
釧路短期大学公開講座の

●自然からの贈り物で
　いろいろ工作
【日時】 11月7日(日) 
　　　 午後1時から午後3時まで
【場所】 温根内ビジターセンター
【参加料】 無料
【お申込先】 温根内ビジターセン
ター（☎65-2323）

「日本で最も美し「日本で最も美し
い村」連合 協賛い村」連合 協賛
企業等募集中！企業等募集中！

実施中！実施中！
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鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ
伊　藤　加　奈

電話　64-2620 ／ FAX 64-2239
http://www.wbsj.org/sanctuary/tsurui/

191タンチョウが冬も自然の餌を食べられるように　その２
　昨年度の冬に鶴居村内で、タンチョウが日中、給餌場以外でどのような場所を
利用しているのか調べたところ、よく利用していた湿地がありました。湿地へい
ってみると、小魚や水生昆虫といったタンチョウの餌となる生き物が見つかり、
冬に自然の餌を食べていたことが分かりました。そこで、この自然採食地を、よ
り多くのタンチョウが利用できるようにしようと考えました。
　タンチョウは歩いて湿地へ入るので、周辺のやぶにタンチョウが通れる空間が
増えれば、より入りやすくなり、危険がせまったときにはすぐ逃げることもでき
ます。また、この湿地はヤマベなどの魚がすむ水路とつながっており、水路のな
かに繁茂した枝を除去すれば、新たにタンチョウが使える自然採食地となります。
湿地を所有する方に、木の管理をさせてほしいとご相談したところ、この取り組
みをご理解していただくことができ、今年の夏にタンチョウの自然採食地として
管理をしました。

木でおおわれた水路や湿地を、タンチョウの自然採食地へ

　作業は、大学生のボラ
ンティア７名と一緒に行
いました。まずは、タン
チョウが湿地へ出入りし
やすいように、通れる場
所を20～30ｍおきに作
ることにしました。タン
チョウの体長は約150
㎝で、ちょうど人間と同
じくらいの大きさです。
自分自身が通れる広さを
目安として、やぶのなか
を歩きながら、水辺まで
枯れた低木や絡まったつ
る植物などを切っていき
ました。
　水路のなかは、人が通
れないほど、ヤナギや倒
木でおおわれ、うっそう
としていました。タンチ
ョウが水路の中を歩きな
がら餌をとれるように、
水面をおおう枝を切りな
がら、奥へと進んでいき
ました。泥状の川底に足
をとられたり、枝が密集
してなかなか前へ進めず、作業は一苦労でした。数十ｍ進むごとに、タンチョウ
が外へ出入りできるように、水路のふちに生えた低木も切っていきました。
　今回の管理で、より利用しやすい湿地と新たな自然採食地が約200ｍ出来上
がりました。冬には、管理後にどのようにタンチョウが利用するか調べる予定です。
利用の様子をみながら、自然採食地のより良い管理方法も探っていきたいと思い
ます。村内には、ほかにも、冬も凍らず多くの生き物がすむ旧河川や水路などが
あります。今後も、そうした場所をタンチョウが冬に利用できるようにすること
で、給餌に頼るだけでなく自然の餌も食べられるようにしていきたいと思います。

枝を切りながら、少しずつ水路の奥へ進む

タンチョウが餌を採れるようになった水路



９月末
住民登録人口

※「赤丸」は、平成21年10月6日に新たに加盟した町村です。

❶ 北海道　美瑛町［事務局］
❷ 北海道　赤井川村
❸ 山形県　大蔵村
❹ 岐阜県　白川村
❺ 長野県　大鹿村
❻ 徳島県　上勝町
❼ 熊本県　南小国町
❽ 宮崎県　高原町
❾ 長野県　木曽町開田高原
10 北海道　標津町
11 岐阜県下呂市　馬瀬
12 北海道　鶴居村
13 北海道　京極町
14 山形県　飯豊町
15 長野県　中川村
16 長野県　南木曽町
17 京都府　伊根町
18 高知県　馬路村

19 秋田県　小坂町
20 秋田県　東成瀬村
21 群馬県　昭和村
22 群馬県中之条町　伊参
23 山梨県　早川町
24 長野県　小川村
25 長野県　池田町
26 奈良県　曽爾村
27 島根県　海士町
28 岡山県　新庄村
29 愛媛県　上島町
30 福岡県　星野村
31 長崎県　小値賀町
32 宮崎県　綾町
33 鹿児島県　喜界町

「日本で最も美しい村」
連合加盟町村を
ご紹介します！

　これまでの暑さが嘘のように寒さが厳しくなり、
日に日に昼夜の寒暖の差が増しています。
　10月から11月にかけては、小学校の学芸会・
学習発表会や中学校の学校祭、そして村の総合文
化祭と、文化の薫りが漂う季節となっています。
　未だ猛暑の記憶が残っていますが、そのせいか
鶴居市街の「ほのぼのセンター」
前の栗の木には、栗がたわわに
実り、珍しい味覚がセンター利
用者の舌を楽しませました。
　ストーブを付け始める時期と
なりましたので、火事などには
十分お気を付けください。（Ｋ）

■人口
総数 2,546 人
（前月比 － 8人）
昨年同期は 2,571 人で、対前年
比較は－ 25人です。

男 1,266 人（前月比－ 8人）
女 1,280 人（前月比± 0人）

■世帯数
 1,037 戸（前月比－ 3戸）

㉖奈良県 曽爾村（そにむら）

　曽爾村は、奈良県の中央部より、やや北よりの
東北端に位置する、人口約1,900人の村です。
　曽爾高原はススキで一面覆われた高原で、春か
ら夏にかけては、一面青い絨毯が敷かれたような
姿を見せ、秋にはススキの穂が陽射しを浴びて金
色や銀色に輝きます。
　村の西側には鎧岳、兜岳、屏風岩などの珍しい
柱状節理の山が形成され、国の天然記念物に指定
されています。
お問合せ先　曽爾村役場 (TEL 0745－94－2101)
〒633－1212　奈良県宇陀郡曽爾村大字今井495－1 
ht tp : / /www. v i l l . son i . nara . jp/ forms/ top/ top .aspx

収穫された栗
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